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多摩・島しょの新たな観光の魅力創出支援事業　助成金交付申請書
（安定集客促進に係る取組への支援）



　多摩・島しょの新たな観光の魅力創出支援事業（安定集客促進に係る取組への支援）に係る支援を受けたいので、多摩・島しょの新たな観光の魅力創出支援事業助成金交付要綱第７条の規定に基づき、関係書類を添付して提出します。



１　事業名
　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

【新たな観光施設の整備に係る取組の認定について】希望する場合は☑を入れてください。
□　新たな観光施設の整備に係る取組としての認定を希望する。（都・財団の助成限度額：３,０００万円）
※別紙「事業計画書」に、新たな観光施設の整備に係る具体的な事業内容やその効果等を記載してください。

□　新たな観光施設の整備に係る取組として認められなかった場合、２,０００万円の助成限度額での採択を
希望する。
※この場合、助成上限額が小さくなりますが、事業内容の規模を縮小することや事業内容を変更することはできません。

２　支援対象期間
　　　令和　　年　　月　　日から　　令和　　年　　月　　日　まで

３　助成事業に要する経費及び助成金交付申請額
　　（１） 総事業費　　　　　　金　　　  　　　　　　円
　　（２） 助成対象経費　　　　金　　 　　　　　　　 円
　　（３） 助成金交付申請額　　金　　　　            円（千円未満の端数は切り捨て）

４　添付書類
（1） 事業計画書（別紙）
（2） 誓約書（第１号様式の２）
（3） 企画書（任意様式）
（4） その他必要な書類


別紙
　事業計画書
１　申請者の概要
	フリガナ
	
	代表者
	フリガナ
	

	名称
	
	
	氏名
	

	
	
	
	役職
	

	本店所在地
	
	ＴＥＬ
	
	-
	
	-
	

	連絡先所在地
	
	ＴＥＬ
	
	-
	
	-
	

	連絡担当者
	フリガナ
	
	部署

（役職）
	

	
	氏名
	
	
	

	
	E-mail
	

	事業開始
	創業
	年　　月　　日
	資本金
	
	円

	
	法人設立
	年　　月　　日
	
	
	

	役員数
	
	人（監査役を含む）
	従業員数
	
	人(うち正社員
	
	人

	主たる業種
	
	ＵＲＬ
	

	事業概要
主要なサービス・商品等
	

	直近決算期での年間売上高（千円単位）
	千円　　





２　補助金・助成金申請状況
　過去３年間における補助金・助成金のうち、国・都道府県・市区町村・東京観光財団・東京都中小企業振興公社等から支援を受けた実績及び申請中の補助事業について直近のものから順に記載してください。

	年度
	申請先
	補助事業名
	申請テーマ
	申請状況
	補助金額
（千円）
	本申請
との関係

	
	
	
	
	申請中
採択済
不採択
	千円
	同一
否

	
	
	
	
	申請中
採択済
不採択
	千円
	同一
否

	
	
	
	
	申請中
採択済
不採択
	千円
	同一
否

	
	
	
	
	申請中
採択済
不採択
	千円
	同一
否

	
	
	
	
	申請中
採択済
不採択
	千円
	同一
否




３　事業計画の概要
	[bookmark: _Hlk523141114](1)事業計画テーマ（取組内容を30字以内で簡潔に記載してください。）

	



	(2)事業の実施予定地

	名称
	

	ＴＥＬ
	


	住所
	


	[bookmark: _Hlk69382955](3)事業の資金調達についての金融機関への相談状況

	









	(4)事業計画の概要

	【事業目標】助成対象期間内の達成目標
※本事業計画書提出後に達成目標を変更することは、原則としてできません。
※原則、本項目に記載された達成目標を実現するために必要な経費の一部が助成対象経費となります。

	

	【事業内容・スキーム】（計画している事業の概要、スキームを４００字以内で簡潔に記入してください。別途、簡潔な図表、写真等を用いても構いません。）※事業の補足（詳細等）は企画書（別紙 任意様式）にご記入ください。

	








４　事業計画の詳細　
	(1)ターゲットとなる誘客の時期（誘客のターゲットとなる時期を記載するとともに、その時期が閑散期であることをデータで示してください（データは別途資料添付も可）。なお、ターゲットの時期が平日や荒天時の場合、閑散期である旨の説明は不要です。）

	



	(2)地域資源の活用（具体的な地域資源に触れながら、どのように活用するのか記載してください。）

	

	(3)事業の新規性（事業モデルの実施エリアにおける新規性について具体的に記載してください。）

	







	(4)事業計画における新たな取組の具体的内容（新たな取組の具体的内容について、記載をしてください。）

	【具体的内容】（具体的な内容、仕組み、価格等について、図表、写真、イラスト等も活用して分かりやすく記載してください。）










【旅行者に提供する価値】（旅行者に提供する新たな経験・価値等について、記載してください。）







	[bookmark: _Hlk69820291](5)集客計画等（市場動向、ターゲット顧客、集客方法について、各項目に分けて記載してください。）


	【市場動向】（市場の規模、特徴、成長性等について記載してください。）





【ターゲット顧客】（ターゲットとする顧客層（居住地域、年齢、性別等）について、その理由も含めて記載してください。）
















【集客方法】（広告、イベント開催など、具体的な集客方法と期待する効果を記載して下さい）



















	(6)売上計画（売上計画について、各項目に分けて記載してください。複数のサービスがある場合は、各々記載してください。）

	【単価及びその根拠】（提供予定単価及びその根拠について記載して下さい）











【数量及びその根拠】（今後３年間（令和８年１１月～令和１１年１０月）の来客（参加）人数・客単価等の予定数量、及びその根拠について記載して下さい）










【サービス提供〔営業〕開始予定等】（本格的なサービス提供〔営業〕開始の予定時期について記載して下さい。

サービス提供〔営業〕開始予定：　令和　　　　年　　　　月頃




【中期売上計画】（今回の申請で計画している新たな事業（会社全体ではない）の今後３年間（令和８年１１月～令和１１年１０月）の事業規模、売上高、営業利益（収入・支出の内訳を含む）について予測している数値を別添２「営業収支（見通し）」に記載して下さい。


	[bookmark: _Hlk69383990](7)実施体制（本計画の実施に係る社内外の組織・人員体制（社内での役割分担、人数、経験・スキル等のほか、社外の企業等と連携して行う場合は、その連携内容）、人材確保・育成計画、及び、実施場所・設備について、まとめて記載してください。）

	







	(8)保有する経営資源（人材、ノウハウ、設備、顧客、ブランド価値等、事業遂行に必要な自社保有の経営資源について、記載してください。）

	






	(9)法的課題等（法的課題（必要な許認可、法改正など）の有無、法的課題がある場合の対応策・スケジュール等を記載してください。）

	[bookmark: _Hlk10569641]






	(10)波及効果（本計画を実行した場合の観光業界、地域等、自社以外への波及効果について、記載してください。）

	






	(11) 【新たな観光施設の整備に係る取組としての認定を希望した場合のみ】以下を記載してください。
　　　新たに整備する観光施設の閑散期における誘客効果、受入人数、運営計画、実施体制について、記載してください。

	










[bookmark: _Hlk520806615]５　事業のフロー・スケジュール及び実施体制
令和８年１１月を実施開始月として、事業スケジュールをご記入ください。
	実施時期
	具体的な実施内容

	R　年  月
R　年　月
R　年　月
R　年　月
R　年　月
	



※記入欄が足りない場合は、適宜追加して記入願います。


６　資金計画　　　　　　別添１に記載して下さい。

７　営業収支（見通し）　別添２に記載して下さい。

